
 

 

 

 

 

１１月４日は、一人ひとりの思いが否定されず「どう思っていてもいいよ」と受け止められる社会にしたい、という願

いが込められた「いいよの日」です。多様な価値観が存在し、それぞれの意見が違っています。そこで、「いいよ」とお

互いの意見を尊重し、否定せずに受け入れ合うことで、より良い人間関係を築くことができます。また、この日は自分

自身にも「いいよ」と言ってあげる日でもあります。この日をきっかけに、周りの人々とのコミュニケーションがより良い

ものになるよう心がけてみませんか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年１１月４日（火） 

江原中学校 保健室 

ＮＯ．７ 

数字の「１」が背筋を

伸ばした姿に見えるの

で、良い姿勢を心がけ

てほしいと決められた

記念日です。 

いい（１１）は（８）から、歯と口の健康意識の向上を目的とした記念日で、子どもから

大人、お年寄りまで一生使う歯の健康について考える日です。 

歯には、食べ物を噛むことだけでなく、発音を助けたり、顔の表情を作ったり、歯をくいし

ばって力を入れたりする役割があり、私たちが健康に過ごすためにも、歯はとても大切な

役割をしています。 

歯の健康の第一歩は食後のはみがきです。歯と歯の間や歯と歯ぐきの間など、磨き残

しが多い場所を意識してみがきましょう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いい(11)トイレ(10)か

ら、トイレの大切さを知って

ほしいと日本トイレ協会に

よって定められた記念日。 

汚れたら拭く、流し忘れ

がないか確かめるなど、み

んなが快適に使用できる

清潔なトイレを維持するた

めの意識を高めましょう。 


